
近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
５クール日報（２月９日～２月１５日）
	報告日
天気
	２月１１日（日）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：松本
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化ホール

	近ブロメンバー
	５クール　粂、田中、鈴木、平野、宮田、高石、井上、松本（８名）

	（主な日程）
	8:30  朝礼、本日の活動説明
9:15　団体ボラ到着・オリエン・マッチング
9:30  石川県ボラバス到着・オリエン（団体ボラマッチング後）
10:20 ボランティア送り出し完了（主に田鶴浜地区）、
翌日ボラ活動アポ取り（主に徳田地区）
現地調査開始
14:30 県ボラ活動終了・完了報告
15:00 県ボラ解散（田鶴浜コミセン解散）
現地調査戻り・翌日の訪問調査のアポ取り
16:30 スタッフ終礼
17:10 終礼終了
翌日のマッチングの準備（徳田地区のアポ取り、車両運行予定の調整等）
20:00 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割　体制図のとおり（2.7時点から主な部分で変更なし）
【V132人、ニーズ受付27件、活動完了12件】
〇主な活動地区を決めた活動２日目。昨日同様、仮置場の渋滞対策のため、同地区内に仮仮置場を設置したが、最大180分待ちだっため、複数ケースを用意したものの、仮置場への搬入ができず、から軽トラが戻らず、午後は昨日同様、被災宅から仮仮置場への搬出を中止。
（市社協　堀口局長休み）

	今後の主な予定
	


	調整課題・所感等
	本日も昨日同様、現地調査済みよりマッチング済みの件数が多いため、いずれマッチングできる数が底つく状態。
現地調査の体制強化について、市社協運営・広報係及び近ブロ幹事で協議。
結論として、週のうち１日程度、作業活動を行わず、現地調査に特化した活動日を設ける方向で、翌日の終礼に諮ることとなった。（事前に市社協現場統括との調整が必要）
なお、仮仮置場に大量の廃棄物が滞留することを避けるため、明日より環境省の調整により、奈良市からのパッカー車２台、平積み２トントラック１台が支援に入ることになった。

	その他
	



